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2.真 野小学校の校歌

真野小学校の校歌 も佐渡中学 と同 じで御風,晋平の作であった。
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18. 染筐 言己  89

「中空スラプの計画と設計」

(昭和 63年 ,鹿島出版会 )の 「序」 と「あ とが き」

序

薄鉄板製の円筒型枠を埋め込んで中空部を作る,現場打ち鉄筋コンクリー ト

中空スラプを,筆者がはじめて実施してから20年余りになる。しかし,現在,

数多く使われているのである。

昭和43年に「中空スラブ構造」を,昭和49年に「中空スラプの設計」を出

版したが,今,こ れらは絶版になっている。

その後,二方向中空スラプの実施, 多くの研究,実測等がなされてきた。

これらをとり入れ,新たに中空スラブに関する総合として,本書を出すこと

にした。

日召禾日63:年 5月

あとがき

本書は共著であるが,著者は皆,松井研関係者である。前著「見える力学」

の「あとがき」に,「私の場合には,前 にも後にも,道 らしいものはないのでは

ないかと思う。野原を歩き回っただけという気がする。」と書いたが,中空スラ

ブに関する限り,前言とり消しの必要があるようだ。

昭和43年の「中空スラブ構造」の「まえがき」の最後は「一つの構造法とし

て永く残るものであると信している。」と書いてある。また,同 じ頁に縦に長い

中空管と鉄筋が長々と続いた写真がある。これは編集担当の尾崎寿一郎氏の案

で,永 く続くようにとの念願であった。正直なところ,こ んなに永く使われる

とは思っていなかった。開発者として幸せであると思っている。

本書により,中 空スラブがより多くの人々に使われることになれば,一層喜

ばしいことである。



あ とが き

「縞」も一その 10-と なった。一区切 りである。少々

マンネ リである と思 うが,一つのスタイルが出来 た とも

考 えられ る。いろんな意味で読んで くれる方々がいると

いうことは有難い ことで,続けて行 きたい と思 っている。

△́・回は,学問的な ことが さっぱ りない。研究 をな まけ

ているわけではないが,パ ッとした ものがないのである。

方々の建物が, この ところ次々 と竣工 した。 この頃の

建物 は規模が大 き く,竣工の時は設計か ら年月がた って

いて,申訳ない ことであるが,細かい ことは忘れている。

最近 は,構造屋 も竣工式 によんで くれる,あ りがたい こ

とである。

日召禾日63生F7月
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